
区分 単位 1単位

科目名 時間数 30時間

講師名 履修学年 2年次

概要

学習目標

回数 授業形態

1 講義・演習

2 演習

3 演習

4 演習

5 演習

6 演習

7 演習

8 演習

9 演習

10 演習

11 演習

12 演習

13 演習

14 演習

15 演習

使用教科書・教材・参考書

系統看護学講座　基礎看護学技術Ⅰ・Ⅱ　メヂカルフレンド社

系統看護学講座　臨床看護総論　基礎看護学④　医学書院

新体系看護学全書　成人看護学⑤　消化器　メヂカルフレンド社

新体系看護学全書　別巻　臨床外科看護学Ⅱ　メヂカルフレンド社　

看護技術プラクティス　他

成績評価の方法

提出物の事前学習、個人ワーク内容、技術演習の成果、その後の考察の総合、出欠状況

備考

15回すべて各クラスで授業

終末期②：状況設定の患者理解（個人ワーク）

終末期③：手順書の作成・技術演習（グループワーク）

終末期④：手順書の作成・技術演習（グループワーク）

終末期⑤：技術演習発表（参加型ディスカッション）

慢性期①：状況設定の患者理解（個人ワーク）

慢性期②：状況設定の患者理解（個人ワーク）

慢性期③：手順書の作成・技術演習（グループワーク）

慢性期④：手順書の作成・技術演習（グループワーク）

慢性期⑤：技術演習発表（参加型ディスカッション）

終末期①：状況設定の患者理解（個人ワーク）

急性期～回復期④：技術演習発表（参加型ディスカッション）

専門分野

臨床看護総論Ⅱ

専任教員

看護の対象となる人間を理解するための基礎を学び、人間のライフサイクルにおけ

る看護の役割を理解するとともに、各看護学に発展・展開・応用できるような知

識・技術・態度の基礎を学ぶ。

事例を用いて、急性期～回復期、慢性期、終末期にある患者に対する基礎技術の目

的、原理原則をもとに援助技術や根拠を明確にし、安全安楽な援助ができる。

授業内容

学習内容

急性期～回復期①：状況設定の患者理解（個人ワーク）

急性期～回復期②：状況設定の患者理解（個人ワーク）

急性期～回復期③：手順書の作成・技術演習（グループワーク）

急性期～回復期④：手順書の作成・技術演習（グループワーク）


